
紫キャベツで紫外線予防!?

兵庫県立神戸高等学校

自然科学研究会化學班

２年 氏田 彩花



紫キャベツ

• 酸・塩基指示薬としても使用

• アントシアン（植物色素の一種）が含まれる

酸性 中性 塩基性



紫外線を浴びると・・・



目的

紫キャベツの紫外線吸収力を用いて、

私たちの皮膚を紫外線から守るＵⅤケア

化粧品に応用できるのではないかと考え

研究することにした。



仮説

1. 紫キャベツには紫外線吸収物質が

存在する

2. 紫キャベツに紫外線を長時間当てると

紫外線吸収物質が増加する
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方法1

抽出条件

・抽出部分：最も外側の葉

・抽出溶媒：エタノール

・抽出時間：24時間～72時間

TLC（薄層クロマトグラフィー）条件

・薄層板：シリカゲル60Å蛍光剤入(Whatman)

・展開溶媒：ブタノール/酢酸/水(4:1:1)

・検出方法：紫外線（365 nm）照射

最も外側の葉



結果1 紫外線吸収物質の蛍光の様子

Rf値
←0.21
↙0.19

←0.13

紫外線（365nm）照射

最も強い

強い

弱い



考察1

紫外線照射して、蛍光を示した

紫外線吸収物質が存在する

Ｒｆ値0.21を示したことより、紫外線吸収物質は
アントシアン* の一種と考えられる

* 林孝三 植物色素 （1988 養賢堂）
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日光照射による紫外線吸収物質の
吸光度*の比較
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＊吸光度とは
物質がその波長の光を吸収する量で、その物質の濃度に比例する。



方法２

３３
cm

殺菌ランプ（Ｎａｔｉｏｎａｌ ＧＬ-15）使用

実験条件
• 抽出部分：外側から

１枚目、２枚目、３枚目
• 照射時間：３時間、

２４時間、４８時間
• 抽出溶媒：エタノール
• 抽出時間：24時間～

72時間
• 検出方法：分光光度計



紫外線を照射した結果



結果２-１-1 抽出液の吸収スペクトル
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結果２-１-２ １００倍希釈の吸収スペクトル

281 nm
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考察２-１

１００倍希釈の吸収スペクトル
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281 nm

抽出液の吸収スペクトル

吸
光
度
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545 nm

275 nm付近と545 nm

付近に吸収スペクトル
のピークがあるため、
アントシアン*の一種と
考えられる

* 林孝三 植物色素
（1988 養賢堂）



結果２-２-１ 紫外線照射時間に対する
紫外線吸収物質の吸光度の変化
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結果２-２-２ 紫外線照射時間に対する
アントシアンの吸光度の変化
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結果２-２-３ 葉の部位に対する紫外線照射時間別
紫外線吸収物質の吸光度の変化
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結果２-２-４ 葉の部位に対する紫外線照射時間別
アントシアンの吸光度の変化
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考察２-２

アントシアンは３時間から

２４時間の間で増加した後、
減少する。

照射なし ３時間 ２４時間 ４８時間

543 nmの吸光度
・１枚目は最も強い紫外線が
当たるため、アントシアンが
分解され続ける。

・２枚目、３枚目に届く紫外線の
強さであれば、３時間で
アントシアンが増加し、
その後減少する。

※照射した紫外線量：０．００３ mw/cm²

２枚目 ３枚目１枚目

543 nmの吸光度



まとめ

1. 紫外線吸収物質が紫キャベツからTLCにより単離でき、

蛍光を示したことより存在が確認できた。

2. 紫外領域の吸収と可視領域の吸収に比例関係がない

ことから、紫外線吸収物質にはアントシアン及びそれ

以外の物質が含まれると考えられる。

3. アントシアンは紫外線照射３時間から２４時間で増加し、

その後減少する。



今後の課題

・紫外線照射３時間から２４時間の間でアントシアンの増減を

詳しく調べる。

・今回使用した紫外線ランプより弱い紫外線ランプを使用し、

アントシアンの増減を調べる。

・紫キャベツを日光に当て、紫外線吸収物質の増減を

時間経過と共に検討する。

・UVケア化粧品に応用するために、クリームと混ぜることは

できるか、日光に当てて数時間分解しないで効果を示すかを

調べる。
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